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秋季消防演習実施

　9月5日（日）、倉俣小学校グラウンドで中里村

消防団秋季消防演習が行われました。人員・

姿勢服装の点検、小型ポンプ操法、分列行進

など、団員はきびきびした動きを見せていました。
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第量次中里村総合關発計画

　　　　しい　・・のような．』，“

中里村第三次総合開発計画基本構想（構想期間：H6～H　　後期基本計画
15）と前期基本計画（計画期問：H6～Hlo）が平成§年度　　　　（平成11年度～平成15年度）
に発表されました。以来、5年が経過し平成11年度かりは後

期基本計画（計画期問：H11～H15）が始まりました。
　後期基本計画では、近隣市町村に比べ人口減少率が少ない、

計画の内容をお知らせします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　＿。鞭

▲21世紀の中里村はどう変わるでしょうか

人口減少率（H7／S45〉 高齢者比率（H7）

中　里村 12．6％ 25．0％

川　西　町 22．3％ 24．4％

津　南　町 20．1％ 28．0％

松　代　町 51．1％ 30．5％

松之山町 54．3％ 34．3％

　
後
期
基
本
計
画
の
施
策
の
方
向
は
、

“
美
し
い
園
地
の
よ
う
な
村
づ
く
り
”

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

1
　
保
険
・
福
祉
関
係

　
・
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
推
進

　
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
充
実

　
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の
充

　
　
実

▲高齢者福祉サービスの拠点となる「七川荘」

2
　
学
校
教
育
関
係

　
・
総
合
的
な
学
習
教
育
の
推
進

3
　
情
報
公
開
関
係

　
・
情
報
公
開
条
例
の
制
定

　
・
情
報
公
開
の
趣
旨
の
広
報

4
　
行
財
政
合
理
化
関
係

　
・
行
政
組
織
の
改
革

5
　
広
域
行
政
関
係

　
・
里
創
プ
ラ
ン
の
推
進

　
・
県
を
越
え
た
地
域
連
携
の
推
進

▲2000年の大地の芸術祭へ向けてのアドバイザー会議

6
　
国
際
化
社
会
関
係

　
・
海
外
交
流
事
業
の
推
進

7
　
地
方
分
権
関
係

　
・
地
方
分
権
意
識
の
高
揚

　
・
行
政
事
務
の
分
権
化
の
推
進

　
・
内
発
的
住
民
自
治
へ
の
支
援

8
　
地
域
資
源
関
係

　
・
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
計
画
に
関

　
　
す
る
調
査
活
動
の
充
実

　
・
雪
資
源
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

　
・
温
泉
資
源
の
活
用
戦
略

9
　
農
林
水
産
業
関
係

　
・
棚
田
の
公
益
的
機
能
の
保
全

10

　
観
光
・
交
流
関
係

　
・
観
光
協
会
等
関
係
団
体
の
自
立

　
　
と
支
援

　
・
都
市
と
農
村
の
交
流
の
促
進

　
・
イ
ベ
ン
ト
の
創
意
工
夫

11

　
企
業
誘
致
関
係

　
・
知
的
集
約
型
産
業
誘
致
の
促
進

12

　
交
通
・
通
信
関
係

　
・
ほ
く
ほ
く
線
の
利
便
性
の
充
実

　
・
情
報
通
信
基
盤
・
シ
ス
テ
ム
の

　
　
確
立

13

　
住
宅
関
係

　
・
住
宅
造
成
の
推
進

　
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
住
宅
環
境
の

　
　
推
進

14

　
ヴ
ィ
・
リ
ゾ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
ト
関
係

　
・
信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

　
　
園
地
整
備
構
想

〉
今
年
で
”
回
目
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
雪
原
力
ー
ニ
バ
ル

2



鰯灘
灘藝
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釜
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図

▲ゆくらの原っぱイメージ図　　　　　　　　　▲ミオンの森イメージ図

　ノ　　宮中ダム』　　、き
　　　　　　　　　　　　　　と　　　　　　ミオンなかさと
ノ　　P冗後．表駅
　　繭発中里村役場＼、＋晰

　誰、、￥鰺藩：　　　1

信
濃
川
ウ
薯
ー
タ
ー
7
ロ
ン
ト
園
地
整
備
構
想

　
　
　
　
　
　
～
信
濃
川
も
の
が
た
り
～

　
里
創
プ
ラ
ン
で
、
中
里
村
は
十
日
町
広
域
圏
の
中
で
は
、
テ
ー
マ
と
し
て

「
水
」
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
「
信
濃
川
も
の
が
た
り
」

で
す
。
中
里
村
と
し
て
は
、
里
創
プ
ラ
ン
を
“
信
濃
川
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

ト
園
地
整
備
構
想
”
と
し
て
、
村
内
5
つ
の
園
地
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
極
力
現
在
の
自
然
を
残
し
た
展
開
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

癬卯qゆ噸俳つqゆ鋳つ伽卿吻qゆqね蜘粥ゆ姻磯つ噸qゆ漁

婁　5つの園地とは　妻

繊くらの鶴地に広がる畑と醐1阿川妻七ツ釜フィ・シーク運㌔一・誌の古道

糠講糠灘響ん騨　 塵綱ヤ清津峡・（清津川上流地区）

1画麺　　　
§・国道353号と清津川の間の田と畑　　暑
暑・ちょっと寄って水遊び、ついでに瀬戸渓暑
§　谷探索、水に触れて癒されるゾーン　　暑

1繍線のト．＿．含．ll

§の周辺　　　　　　　§
暑・山峡の風に吹かれながら雄太な景色を眺§

暑　め、癒されるゾーン　　　　　　　　§

1［……亟圏　　　
書・七ツ釜周辺地区　　　　　　　　　　　　§

暑・そっと目をつむり、滝の音と七ツ釜伝説§
§　で癒されるゾーン　　　　　　　　　　§
毬じ杓じ怜じわじ杓じわじ艦》じ偽し杓じのじのし弓つじ偽じ杓し杓じめじ杓じ杓じ斡羅

　　　　　　　　　轍彗翻
　　　　　　　　　　　　　　’く1
　　　　　　　　　　　　　　　清

　　　　　　　　　　　　　、・、縢

課 鐸

樋

ノ

舞惑　ぽ
㌧♂轟、煽

　．　　ノ
小松原湿原

＼

湯沢町

▲田尻の川原イメージ図

3 広報なかさと　　平成11年9月10日
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9
月
5
日
㈲
、
倉
俣
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
「
中
里
村
防
災
訓
練
」
が

秋
季
消
防
演
習
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
防
災
訓
練
は
、
9
月
5
日
、

ド
町
∋
寺
0
ヲ
弄
為
ヨ
ド
膏
祁
こ
嚢
蔓

ノ
一
」
F
「
‘
，
口
凹
－
！
ノ
乗
翌
ロ
ノ
〒
「
」
、
下
4
．
餐
刀
F
方

6
以
上
と
思
わ
れ
る
地
震
が
発
生
し
、

震
源
地
が
倉
俣
地
内
と
見
ら
れ
、
震

源
地
近
く
の
芋
川
、
倉
俣
、
重
地
の

集
落
で
は
、
家
屋
の
倒
壊
や
が
け
崩

れ
に
よ
る
道
路
の
寸
断
等
重
大
な
被

害
が
発
生
、
ま
た
、
各
集
落
で
は
火

災
が
発
生
し
、
折
か
ら
の
南
よ
り
の

強
風
に
あ
お
ら
れ
延
焼
拡
大
し
、
飛

び
火
に
よ
る
大
火
の
危
険
が
あ
る
。

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
火
災
通
報
訓
練
か
ら
始
ま

り
、
情
報
伝
達
、
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
、

現
地
災
害
対
策
本
部
設
置
、
避
難
広

報
、
避
難
誘
導
、
救
援
物
資
輸
送
、

初
期
消
火
、
緊
急
出
動
、
一
斉
放
水
、

高
所
救
出
、
ケ
ガ
人
救
出
・
応
急
救

護
な
ど
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
倉
俣
地
区
の
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
始
め
て
体
験

す
る
訓
練
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

．
競
馳
淡
害
対
策

　
　
『
『
露
灘
殺
麗
訓
瀬

　
村
長
よ
り
現
地
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、
応
急
対
策
を
実
施
せ
よ
と

D
ヒ
旦
ド
弱
L
n
≧
一
丁
、
　
｝
君
天
卜
糞
山
父
こ

（
垂
一
ノ
ヌ
匹
ヒ
（
オ
　
美
イ
／
些
才
σ

対
策
本
部
設
置
。

羅
襲

〉
現
地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
せ
よ

避
難
所
・
救
護
所

　
　
　
　
　
　
　
設
置
訓
練

　
総
務
課
長
か
ら
避
難
所
・
救
護
所

設
置
の
指
示
が
出
さ
れ
、
災
害
対
策

本
部
に
併
設
し
て
避
難
所
・
救
護
所

の
看
板
を
設
置
し
、
保
健
婦
は
救
護

の
体
制
を
整
え
る
。

驚欝

蝋

》
災
害
対
策
本
部
設
置
完
了

　　　　隷灘糞

　
芋
川
、
倉
俣
、
重
地
各
集
落
の
避

難
者
が
消
防
団
員
に
誘
導
さ
れ
て
避

難
し
て
く
る
。
各
集
落
の
代
表
者
は

総
監
に
避
難
完
了
の
報
告
。

　　　　離　　　癖　　艶
響

▲避難所・救護所を設置せよ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ガ

》
保
健
婦
は
救
護
体
制
に
入
る

ー
灘
灘

灘蕪

継

▲消防団員の誘導で住民は避難

救
援
物
資

　
　
　
　
　
輸
送
訓
練

避
難
所
に
救
援
物
資
搬
入
。

　
類編楽

▲救援物資の搬入

〉
芋
川
集
落
2
2
名
避
難
完
了
し
ま
し
た

聲

〉
救
援
物
資
の
輸
送
を
完
了
し
ま
し
た

4



　
避
難
し
た
住
民
は
、
本
年
度
購
入

し
た
訓
練
用
消
火
器
（
ト
レ
ー
ナ
i
）

や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火

訓
練
を
行
う
。

、
灘
麟
調
遡
・
葦
酵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
輪

繋毒毒埋無・
▲火事だ！火事だ！火事だ！

　
自
動
車
及
び
積
載
車
に
よ
る
一
斉

放
水
開
始
。

〉
サ
イ
レ
ン
鳴
ら
し
現
場
到
着

惣　

轟
欝

▲的をめがけて消火

　
、
・
火

　
、
期

　
　
初

　
巽

轍灘レ

　
　
リ

　
　
ツ

　
　
ケ

　
　
バ

　
　
▲

〉
放
水
！

灘
騰
態

　
小
学
校
屋
上
に
取
り
残
さ
れ
た
住

民
を
は
し
ご
車
で
救
出
。

灘

▲一人ずつあわてずに

麟醸　
　
　
　
灘
　
．
惑

〉
救
出
完
了
！

　
倒
壊
家
屋
の
，
下
敷
き
に
な
っ
た
人

達
を
消
防
署
員
と
住
民
に
よ
り
救
出
。

ま
た
、
災
害
救
助
犬
に
よ
り
行
方
不

明
者
を
捜
索
。

　
消
防
団
員
に
ケ
ガ
人
の
モ
デ
ル
に

な
っ
て
も
ら
い
、
救
急
隊
員
、
保
健

婦
な
ど
の
指
導
で
救
急
法
を
体
験
。

》
藤
田
訓
練
士
に
よ
る
災
害
救
助
大
の
訓
練

応
急
救
護
訓
練

麗聴

繍

〉
ジ
ャ
ッ
キ
隊
出
動
！

職
欄

灘

聾

不明者発見したワーン！　　　　　　▲痛くないですかと声をかけながら手当

平成11年9月10日

▲応急手当の完了！

購

広報なかさと5



難
票
』

．
糠
熟
豊
壷

韓
盤
繋
論
撫
顯

麺
力
あ
っ
驚

　
　
　
　
　
　
　
演
奏
裂
．

　
8
月
1
2
日
㈲
、
U
モ
ー
ル
に
お
い

て
、
陸
上
自
衛
隊
高
田
駐
屯
地
音
楽

ク
ラ
ブ
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場

は
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
多
く

の
観
客
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
だ
ん
ご
3
兄
弟
、
民
謡
、
歌
謡
曲
、

ア
ニ
メ
メ
ド
レ
ー
な
ど
n
曲
の
演
奏

が
行
わ
れ
、
会
場
を
埋
め
つ
く
し
た

人
達
か
ら
は
、
一
曲
終
わ
る
ご
と
に
、

盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

疇籔講…1　　　　翻
▲迫力あった自衛隊の演奏

▲里中吹奏楽部による演奏

ま
た
、
途
中
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
の
曲
当

て
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、
子
供
達
は
一

生
懸
命
に
演
奏
を
聴
い
て
、
曲
名
を

答
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
中
里
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た

人
た
ち
は
自
衛
隊
と
吹
奏
楽
部
の
2

組
の
す
ば
ら
し
い
演
奏
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
予
定
さ
れ
た
演
奏
が
終
了
す
る
と
、

会
場
か
ら
は
ア
ン
コ
ー
ル
の
声
が
か

か
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
、
キ
ュ

ー
テ
イ
ー
ハ
ニ
ー
を
演
奏
し
て
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　
8
月
1
5
日
㈲
、
清
田
山
自
然
運
動

公
園
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の
家

族
連
れ
や
帰
省
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

鞭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
灘
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨

素
晴
ら
し
い

撫　　　『艦　懲、潔　　，　　　’　■懸

　　▲ラッキーナンバーはどこにある

　
　
操
法
に
拍
叢

　
8
月
8
日
㈲
、
岩
船
郡
神
林
村
に

お
い
て
、
第
5
0
回
新
潟
県
消
防
大
会

ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
は
、
各
地

区
支
会
の
代
表
7
チ
ー
ム
が
参
加
し

ま
し
た
。
十
日
町
地
区
支
会
代
表
の

中
里
村
消
防
団
本
部
分
団
は
、
家
族
、

消
防
関
係
者
な
ど
80
人
余
り
の
大
応

援
団
が
見
守
る
中
、
連
日
の
猛
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
、
素
晴
ら
し
い
操

　
会
場
と
な
っ
た
自
然
運
動
公
園
に

は
、
雪
の
す
べ
り
台
が
作
ら
れ
、
子

供
た
ち
は
暑
さ
を
忘
れ
て
何
回
も
滑

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
雪
中
宝
さ

が
し
で
は
、
雪
の
中
に
埋
め
ら
れ
た

豪
華
商
品
の
当
た
る
ラ
ッ
キ
ー
ナ
ン

バ
ー
付
き
の
缶
ジ
ュ
ー
ス
を
探
そ
う

と
、
雪
の
す
べ
り
台
で
固
く
な
っ
た

雪
を
素
手
で
必
死
に
掘
っ
て
探
し
て

い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
う
な
ぎ
の
つ
か
み

取
り
、
雪
玉
の
ま
と
当
て
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
的
当
て
な
ど
の
ゲ

ー
ム
大
会
や
焼
き
そ
ば
、
バ
ー
ベ
キ

影
著
醸

舞

▲応援団もがんばりました

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
　
欄

法
を
行
い
ま
し
た
。

　
競
技
の
結
果
は
、
残
念
な
が
ら
僅

差
の
4
位
で
し
た
が
、
応
援
団
か
ら

ユ
ー
な
ど
の
食
品
屋
台
も
あ
り
、
訪

れ
た
人
達
は
、
楽
し
い
お
盆
の
一
日

を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

難
欝
翻

》
人
気
の
あ
っ
た
う
な
ぎ
の
つ
か
み
取
り

〈
大
会
終
了
後
、
記
念
撮
影

　
　は　毒
　　　サ　ヰ　じ　ロ　ヤ　き
　　ド　　　す　箋

難鞭灘瓢潟県消防蕪
粥雛蟹撫簸競技鑛綾

　
　
　
∞
“
織
響
．

は
、
長
期
間
、
苦
し
い
練
習
を
し
た

選
手
達
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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7
月
2
8
日
㈱
、
田
沢
小
学
校
で
新

潟
県
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
プ
ー
ル
サ
イ
ド
か
ら
は

家
族
や
仲
間
達
の
大
き
な
応
援
の
声

が
響
き
渡
り
、
選
手
た
ち
は
白
い
水

し
ぶ
き
を
あ
げ
な
が
ら
、
大
会
記
録

を
目
指
し
て
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
新
記
録
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト

灘
、
蝋

　
　
　

　　　　　　　輔
　　　　　舗騰　　　　鱒
　　　繍　　鼎
　滞㈱

鰍

　　　　雛　　　㈱　　灘　瀞鱒

　　灘　辮　騨灘棚

餓

㎜
．
羅
　
　
　
難
『
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
難
　
　
　
懸
．

50

m
自
由
形

1
位

林
　
　
　
大
（
貝
　
野
）
　
　
4
3
秒
2

富
井
奈
央
（
田
　
沢
）
　
　
4
7
秒
4

2
位

藤
ノ
木
涼
太
（
清
津
峡
）
　
4
6
秒
4

江
口
歩
美
（
田
　
沢
）
　
　
4
9
秒
2

3
位

上
原
寛
喜
（
田
　
沢
）
　
　
4
7
秒
5

南
雲
美
佳
（
田
　
沢
）
　
　
51
秒
3

1
0
0
m
自
由
形

1
位

林
　
　
　
大
（
貝
　
野
）
1
分
4
4
秒
2

吉
楽
美
里
（
田
　
沢
）
1
分
4
9
秒
0

2
位

吉
楽
隆
太
（
貝
　
野
）
1
分
4
4
秒
6

山
本
有
貴
（
田
　
沢
）
2
分
0
8
秒
0

3
位

吉
楽
祐
一
（
田
　
沢
）
1
分
4
9
秒
2

桑
原
梨
沙
（
倉
　
俣
）
2
分
2
8
秒
6

50

m
平
泳
ぎ

1
位

南
雲
　
　
翔
（
貝
　
野
）
　
　
5
3
秒
1

鈴
木
絵
里
香
（
倉
　
俣
）
　
　
5
8
秒
2

2
位

高
橋
一
誠
（
田
　
沢
）
　
　
5
8
秒
6

南
雲
美
佳
（
田
　
沢
）
　
　
5
9
秒
5

3
位

山
本
健
太
（
清
津
峡
）
　
　
5
8
秒
6

江
口
歩
美
（
田
　
沢
）
1
分
0
0
秒
2

謡
0
0
m
平
泳
ぎ

1
位

南
雲
　
　
翔
（
貝
　
野
）
2
分
01
秒
2

鈴
木
絵
里
香
（
倉
　
俣
）
2
分
0
6
秒
5

2
位

山
本
健
太
（
清
津
峡
）
2
分
0
5
秒
7

吉
楽
美
里
（
田
　
沢
Y
2
分
0
8
秒
1

3
位

富
井
貴
英
（
田
　
沢
）
2
分
1
5
秒
2

山
本
有
貴
（
田
　
沢
）
2
分
1
2
秒
2

50

m
背
泳
ぎ

1
位

中
島
有
基
（
貝
　
野
）
　
　
4
7
秒
1
㊨

井
ノ
川
美
里
（
貝
　
野
）
　
　
51
秒
4

2
位

吉
楽
祐
一
（
田
　
沢
）
1
分
02
秒
5

吉
楽
美
里
（
田
　
沢
）
　
　
52
秒
8

3
位

上
原
寛
喜
（
田
　
沢
）
1
分
0
6
秒
9

星
野
知
子
（
田
　
沢
）
1
分
04
秒
3

1
0
0
m
背
泳
ぎ

1
位

井
ノ
川
美
里
（
貝
　
野
）
1
分
50
秒
7
㊨

2
位

富
井
奈
央
（
田
　
沢
）
2
分
02
秒
6

50

m
バ
タ
フ
ラ
イ

1
位

中
島
有
基
（
貝
　
野
）
　
　
4
6
秒
1
㊨

富
井
奈
央
（
田
　
沢
）
　
　
5
6
秒
4

2
位

富
井
貴
英
（
田
　
沢
）
1
分
0
9
秒
5

高
野
麻
衣
（
田
　
沢
）
1
分
1
6
秒
8

3
位

吉
楽
隆
太
（
貝
　
野
）
1
分
0
9
秒
7

翔
0
0
m
個
人
劉
ド
膨
ー

1
位

中
島
有
基
（
貝
　
野
）
1
分
32
秒
9
翻

竹
藤
沙
弥
香
（
田
　
沢
）
2
分
2
0
秒
5

2
位

高
橋
一
誠
（
田
　
沢
）
2
分
1
6
秒
7

3
位

上
原
寛
喜
（
田
　
沢
）
2
分
2
4
秒
1

◎
饗

雛
難
欝
　
雛
醸
纏

嚢
．
　
．
響
『

50

m
自
由
形

1
位

廣
田
直
樹
（
田
　
沢
）
　
　
3
7
秒
1

樋
口
優
里
（
高
道
山
）
　
　
3
7
秒
7

2
位

桐
生
英
樹
（
貝
　
野
）
　
　
3
7
秒
8

根
津
琴
乃
（
田
　
沢
）
　
　
38
秒
2

3
位

中
島
俊
幸
（
貝
　
野
）
　
　
4
1
秒
5

富
井
仁
美
（
田
　
沢
）
　
　
4
0
秒
5

薄
O
O
搬
自
由
形

1
位

廣
田
直
樹
（
田
　
沢
）
　
1
分
2
7
秒
1

根
津
琴
乃
（
田
　
沢
）
1
分
3
2
秒
9

2
位

桐
生
英
樹
（
貝
　
野
）
　
1
分
31
秒
3

山
本
千
里
（
清
津
峡
）
1
分
3
5
秒
2

3
位

中
島
俊
幸
（
貝
　
野
）
1
分
3
6
秒
2

樋
口
真
美
（
高
道
山
）
1
分
3
9
秒
4

50

m
平
泳
ぎ

1
位

廣
田
直
樹
（
田
　
沢
）
　
　
5
0
秒
1

小
巻
沢
美
紀
（
田
　
沢
）
　
　
51
秒
6

2
位

吉
楽
拓
也
（
田
　
沢
）
　
　
5
0
秒
1

樋
口
絵
里
（
高
道
山
）
　
　
51
秒
7

3
位

中
島
和
人
（
貝
　
野
）
　
　
52
秒
3

服
部
麻
衣
（
田
　
沢
）
　
　
5
6
秒
3

篠
0
0
m
平
泳
ぎ

1
位

中
島
和
人
（
貝
　
野
）
1
分
52
秒
8

小
巻
沢
美
紀
（
田
　
沢
）
1
分
5
0
秒
5

2
位

樋
口
　
　
学
（
高
道
山
）
1
分
5
5
秒
9

樋
口
絵
里
（
高
道
山
）
1
分
54
秒
7

3
位

鈴
木
裕
也
（
倉
　
俣
）
1
分
5
7
秒
6

鈴
木
有
香
（
倉
　
俣
）
1
分
5
8
秒
2

駒
m
背
泳
ぎ

1
位

吉
楽
拓
也
（
田
　
沢
）
　
　
5
3
秒
1

樋
口
優
里
（
高
道
山
）
　
　
4
4
秒
6
㊨

2
位

鷹
巣
　
　
哲
（
貝
　
野
）
　
　
5
5
秒
1

島
田
　
　
薫
（
倉
　
俣
）
　
　
5
0
秒
4

3
位

高
野
雄
毅
（
田
　
沢
）
1
分
02
秒
6

服
部
麻
衣
（
田
　
沢
）
　
　
52
秒
6

可
0
0
m
背
泳
ぎ

1
位

高
野
雄
毅
（
田
　
沢
）
2
分
1
1
秒
5

樋
口
真
美
（
高
道
山
）
1
分
4
9
秒
3

2
位

斉
喜
哲
也
（
倉
　
俣
）
2
分
32
秒
7

島
田
　
　
薫
（
倉
　
俣
）
1
分
5
3
秒
9

3
位

山
田
　
　
優
（
貝
　
野
）
2
分
1
5
秒
3

50

鵬
バ
タ
フ
う
イ

1
位

鈴
木
直
人
（
倉
　
俣
）
　
　
50
秒
5

富
井
仁
美
（
田
　
沢
）
　
　
4
7
秒
7

2
位

服
部
慎
吾
（
田
　
沢
）
　
　
5
6
秒
0

根
津
琴
乃
（
田
　
沢
）
　
　
4
8
秒
7

3
位

古
高
慶
子
（
高
道
山
）
　
　
4
9
秒
0

確
0
0
m
個
人
メ
欝
レ
ー

1
位

鈴
木
直
人
（
倉
　
俣
）
1
分
52
秒
7

富
井
仁
美
（
田
　
沢
）
1
分
4
3
秒
7

2
位

服
部
慎
吾
（
田
　
沢
）
2
分
0
5
秒
3

服
部
麻
衣
（
田
　
沢
）
1
分
4
5
秒
5

3
位

古
高
慶
子
（
高
道
山
）
1
分
5
0
秒
3

2
0
0
m
リ
レ
ー

1
位

貝
野
小
学
校
　
　
　
2
分
4
0
秒
8

高
道
山
小
学
校
　
　
2
分
4
4
秒
4

2
位

田
沢
小
学
校
　
　
2
分
4
8
秒
3

田
沢
小
学
校
　
　
2
分
51
秒
2

3
位

清
津
峡
小
学
校
　
　
3
分
2
3
秒
2

貝
野
小
学
校
　
　
3
分
0
3
秒
9

4
位

倉
俣
小
学
校
　
　
　
3
分
3
7
秒
4

倉
俣
小
学
校
　
　
3
分
1
3
秒
9

5
位

清
津
峡
小
学
校
　
　
3
分
2
8
秒
7

2
0
0
m
メ
搭
レ
ー
》
レ
i

1
位

貝
野
小
学
校
　
　
　
3
分
0
9
秒
2

高
道
山
小
学
校
　
　
　
3
分
0
9
秒
8

2
位

田
沢
小
学
校
A
　
　
3
分
1
4
秒
7

田
沢
小
学
校
A
　
　
3
分
1
2
秒
5

3
位

倉
俣
小
学
校
　
　
　
3
分
4
1
秒
3

倉
俣
小
学
校
　
　
　
3
分
2
2
秒
7

4
位

田
沢
小
学
校
B
　
　
4
分
0
0
秒
7

田
沢
小
学
校
B
　
　
3
分
3
5
秒
9

5
位

貝
野
小
学
校
　
　
　
3
分
3
6
秒
7

※
タ
イ
ム
の
横
に
㊨
と
あ
る
の
は
大
会
新
記
録

　
8
月
9
日
㈲
、
中
里
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
財
団
法
人
日

本
生
命
財
団
か
ら
活
動
助
成
を
受
け

る
事
が
決
ま
り
、
新
潟
県
庁
に
お
い

て
、
助
成
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
に
は
ク
ラ
ブ
を
代
表
し
て
、

吉
楽
拓
也
君
（
田
沢
小
6
年
）
と
樋

口
真
美
さ
ん
（
高
道
山
小
6
年
）
が

出
席
し
、
小
林
幹
司
理
事
長
か
ら
二

人
に
贈
呈
書
が
手
渡
さ
れ
、
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
用
ゴ
ー
ル
2
セ
ッ
ト
6
0
万

円
分
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
生
命
財
団
は
児
童
・
少
年
の

健
全
な
育
成
を
願
い
、
毎
年
全
国
規

模
で
助
成
し
て
お
り
、
今
年
、
県
内

で
は
同
ク
ラ
ブ
を
含
め
7
団
体
が
助

成
を
受
け
ま
し
た
。

　　▲小林理事長から贈呈書を手渡される
　　　　　　　　　　　　拓也君佐）と真美さん㈲

7　　広報なかさと　　平成1／年9月10日



こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
今
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節
料
理
を
作
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
と
い
う
こ
と
で
、
ム
フ
回
は

　
「
栗
の
甘
露
煮
し
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
◆
轄
り
籍

　
①
栗
の
渋
皮
を
む
き
、
水
に
つ
け
て
お
く
．

　
②
水
を
入
れ
た
ボ
ー
ル
に
焼
き
み
ょ
う
ば
ん

　
　
を
入
れ
、
渋
を
む
い
た
栗
を
入
れ
、
一
晩

　
　
お
い
て
あ
く
抜
き
を
す
る
。
．

　
③
あ
く
抜
き
し
た
栗
を
水
洗
い
し
、

　
④
く
ち
な
し
の
実
を
あ
ら
く
た
た
き
つ
ぶ
し
て
、

　
⑤
鍋
に
ガ
ー
ゼ
に
包
ん
だ
く
ち
な
し
の
実
と
、

　
　
煮
立
ち
さ
せ
る
。

’

ザ
ル
に
あ
げ
水
を
切
る
。

　
　
　
　
　
ガ
ー
ゼ
に
包
む
。

　
　
　
　
た
っ
ぷ
り
の
水
を
入
れ
、

ひ
と

⑥
栗
を
入
れ
て
中
火
で
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
て
、
水
に
と
っ
て
さ
ら
す
。

⑦
鍋
に
カ
ッ
プ
2
5
3
杯
の
水
と
砂
糖
／
0
0
g
を
入
れ
火
に
か
け
、
水
に
さ

　
ら
し
て
お
い
た
栗
を
加
え
、
セ
ロ
パ
ン
を
落
し
蓋
に
し
、
弱
火
で
煮
る
。

⑧
砂
糖
が
溶
け
た
ら
も
う
一
度
1
0
0
9
の
砂
糖
を
加
え
3
5
4
パ
刀
煮
る
。

⑨
さ
ら
に
ー
O
O
9
の
砂
糖
を
加
え
、
溶
け
た
ら
火
を
止
め
て
、
一
晩
お
い
て

　
味
を
な
じ
ま
せ
る
。

秋
の
味
覚
．
栗
の
甘
露
煮
の
で
き
あ
が
り
で
す
。

　
保
存
す
る
場
ム
ロ
は
、
2
～
3
カ
ッ
プ
の
水
に
砂
糖
3
0
0
g
を
入
れ
、
煮
立

た
せ
て
シ
ロ
ッ
プ
を
作
り
、
消
毒
し
た
瓶
に
煮
汁
を
き
っ
た
栗
を
入
れ
、
シ
ロ

ッ
プ
を
入
れ
て
し
っ
か
り
蓋
を
し
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。
冷
蔵
庫
で
2
5
3

週
間
、
冷
暗
所
で
ー
～
2
年
保
存
で
き
ま
す
。

★
驚
甘
露
煮
整
を
お
い
し
く
食
べ
る
た
め
に
池
囲
さ
ん
か
ら

　
ワ
ン
ポ
イ
ン
欝
ア
欝
バ
イ
ス

・
栗
が
形
崩
れ
し
な
い
よ
う
に
弱
火
で
煮
ま
し
ょ
う
。

・
＜
ち
な
し
の
実
を
加
え
る
と
栗
の
黄
色
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

・
皮
付
き
の
栗
を
沸
騰
し
た
お
湯
に
／
分
間
位
入
れ
て
か
ら
渋
を
む
く
と
、
取

　
れ
易
く
な
り
ま
す
。

・
渋
は
き
れ
い
に
取
っ
た
方
が
仕
上
が
り
が
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

こ
ぶ
し
会

　
池
田
芳
枝
さ
ん
（
如
来
寺
）

◆
甘
露
煮
の
轡
料

　
・
栗
（
大
）
…
－
－
－
…
…
5
0
0
9

　
・
焼
き
み
ょ
う
ば
ん
（
粉
末
）
少
々

　
・
＜
ち
な
し
の
実
…
…
…
…
…
2
個

　
・
砂
糖
…
…
…
…
－
㍉
…
・
・
3
0
0
g

◆
熱
甘
露
煮
し
の
思
い
出

　
　
9
月
の
中
句
頃
か
ら
早
生
栗
が
実

り
始
め
、
栗
の
大
好
な
千
葉
と
埼
玉

の
孫
た
ち
に
い
つ
も
送
っ
て
い
ま
し

た
。
オ
ク
栗
に
と
て
も
渋
の
と
れ
や

す
く
．
味
の
良
い
の
が
あ
り
、
保
存

食
と
し
て
長
い
間
食
べ
さ
せ
て
や
り

た
い
と
考
え
、
甘
露
煮
を
思
い
付
き

ま
し
た
。
は
じ
め
は
煮
崩
れ
し
た
り

で
大
変
で
し
た
。

　
　
カ
ル
シ
ウ
ム
、
リ
ン
、
鉄
分
な
ど

を
含
む
栗
の
甘
露
煮
で
す
。
そ
の
ま

ま
食
べ
て
も
お
い
し
い
で
す
が
、
裏

ご
し
し
て
ケ
ー
キ
の
材
料
に
も
お
す

す
め
で
す
。

　≡糞二

　衛桑

　
　
　
　
　
れ
　
ノ

萎
灘

　
　
　
　
　
縦
㍗
滑

▲左は保存用にビン詰めしたもの

【
書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

日
本
ス
キ
ー
教
程
安
全
編

　
　
　
　
　
　
全
日
本
ス
キ
i
連
盟

拳
の
文
化
史

　
　
　
　
　
セ
ッ
プ
・
リ
ン
ハ
ル
ト

文
学
の
修
羅
と
し
て

女
と
蛇

川
船
考

文
章
教
室

斎
藤
茂
吉
を
知
る

も
じ
り
百
人
一
首
を
読
む

立
松
和
平

　
高
田
衛

　
樋
口
覚

八
木
義
徳

柴
生
田
稔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
禎
夫

光
の
2
1
世
紀
　
　
　
　
　
石
井
幹
子

原
子
力
発
電
所
で
働
く
人
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
駿
介

ビ
ー
ズ
の
宝
物

不
老
長
寿
へ
の
旅
　
　
　
吉
元
昭
治

わ
か
り
や
す
い

天
気
予
報
の
知
識
と
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
川
武
彦

私
（
わ
た
し
）
の

　
　
　
　
し
あ
わ
せ
図
鑑
動
物
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
田
直
美

40

代
か
ら
の
ガ
ン
の

　
自
覚
症
状
と
最
新
治
療
法
事
典

　
　
　
　
が
ん
治
療
研
究
グ
ル
ー
プ
．

地
球
に
今
、
何
が
起
こ
っ
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
哲
典

日
本
の
近
代
2
　
　
　
　
　
伊
藤
隆

時
代
風
俗
考
証
事
典
　
　
，
林
美
一

日
本
古
代
史
記
　
　
　
　
　
古
館
晋

縄
文
超
文
明
の
謎
と
宇
宙
人
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
星
光
一

昭
和
天
皇
と
私
達
　
　
　
昭
和
天
皇

日程は次のとおりです議

中
立

こ伴う中里村議任
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霧
灘
羅
発
見
繕

窃
鴬
翻
O
α
燕
を
越
籠
る
応
募

　
1
年
間
か
け
て
実
施
し
た
写
真
と

言
葉
の
コ
ン
テ
ス
ト
「
越
後
妻
有
8

万
人
の
ス
テ
キ
発
見
」
の
応
募
集
計

結
果
が
ま
と
ま
り
、
応
募
総
数
は
3
、

1
1
4
点
と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

ご
応
募
、
た
い
へ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
部
門
別
で
は
、
、
一
般
部
門
1
、
5

4
8
点
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
1
、
3
0

0
点
、
芸
術
部
門
2
6
6
点
、
写
さ

れ
た
市
町
村
別
で
は
、
十
日
町
市
1
、

2
5
5
点
、
川
西
町
4
8
5
点
、
津

南
町
3
0
0
点
、
中
里
村
4
6
6
点
、

松
代
町
1
4
5
点
、
松
之
山
町
4
6

3
点
、
応
募
者
の
地
域
別
で
は
、
地

域
内
が
2
、
3
1
4
点
、
当
地
域
を

除
く
県
内
が
3
3
8
点
、
県
外
が
4

6
2
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
作
品
は
、
地
域
な
ら
で

は
の
自
然
、
祭
り
や
人
々
の
表
情
、

自
慢
料
理
な
ど
バ
ラ
エ
テ
イ
に
富
ん

で
お
り
、
8
月
1
9
日
に
サ
ン
ク
ロ
ス

・
十
日
町
で
地
元
審
査
員
n
名
（
審
査

委
員
長
・
佐
野
良
吉
さ
ん
）
に
よ
る

　
一
次
審
査
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審

査
員
は
、
作
品
の
多
様
さ
に
ビ
ッ
ク

リ
し
な
が
ら
、
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
コ

　
ロ聡
9

翻
纏
撫

　
撫

態、．　騰．　』鞭　　　　　　　　　　　鱗
ゑ　　　　　　　　　　　　　ぬ

輪．縫　　釦
　　　　　・　畷轟
▲サンクロス十日町での地元審査

メ
ン
ト
も
含
め
て
、
一
点
一
点
慎
重

に
審
査
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
選
ば
れ
た
作
品
は
、
9
月

中
旬
、
東
京
で
大
岡
信
さ
ん
ほ
か
6

名
の
審
査
員
に
よ
る
本
審
査
に
か
け

ら
れ
、
ス
テ
キ
賞
な
ど
各
賞
が
決
定

し
ま
す
。
発
表
及
び
表
彰
は
1
0
月
1
6

日
、
ク
ロ
ス
ー
0
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

藻
欝
購
墾
翻
似
顔
絵
、
癖
鍵
癬
隊

灘
垂
灘
銘
－
鍵
藻
凝
灘
謬

　
7
月
2
6
日
～
31
日
に
か
け
て
、
津

南
町
旧
消
防
分
遣
所
を
会
場
に
、
今

年
第
1
回
目
の
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
津
南
小
学
校
と

津
南
中
学
校
の
希
望
児
童
・
生
徒
合

わ
せ
て
2
5
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
は
ベ
ェ
ロ
ニ
ク
・
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ

ん
（
フ
ラ
ン
ス
）
を
迎
え
、
分
遣
所

に
1
週
間
腰
を
据
え
、
来
年
の
大
地

の
芸
術
祭
で
発
表
す
る
子
供
達
の
作

品
づ
く
り
を
中
心
に
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

藩
ま
ず
は
材
料
集
め

　
テ
ー
マ
は
、
津
南
町
の
4
つ
の
場

所
の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
（
似
顔
絵
）
づ

く
り
。
初
日
は
、
自
分
の
行
き
た
い

場
所
を
、
沖
ノ
原
ひ
ま
わ
り
畑
、
中

津
川
運
動
公
園
、
津
南
町
市
街
地
、

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南
の
中
か
ら

選
び
、
班
分
け
し
た
。
2
日
目
は
、

実
際
に
4
つ
の
場
所
で
の
作
業
。
ス

ケ
ッ
チ
や
写
真
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ

ー
な
ど
で
場
所
の
特
徴
を
写
し
込
ん

だ
り
、
石
や
流
木
、
草
花
な
ど
の
材

料
を
集
め
ま
し
た
。
真
夏
の
炎
天
下
、

1
日
か
け
て
作
業
す
る
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
、
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
は
車
で
4

か
所
を
巡
回
し
、
子
供
達
の
作
業
に

目
を
配
っ
た
。

華
パ
ネ
ル
い
っ
ば
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
自
己
表
現

　
3
日
目
か
ら
は
い
よ
い
よ
似
顔
絵

づ
く
り
。
一
人
ず
つ
9
0
㎝
×
90
㎝
の

大
き
な
パ
ネ
ル
が
配
ら
れ
る
と
、
最

初
子
供
達
は
そ
の
大
き
さ
に
戸
惑
い

気
味
。
も
う
一
度
材
料
集
め
に
戻
る

子
や
パ
ネ
ル
を
前
に
構
想
を
練
る
子

な
ど
様
々
。
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
写
真
と

風
景
画
、
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、

小
石
や
草
花
を
貼
り
付
け
、
直
接
パ

ネ
ル
に
絵
を
書
き
込
ん
だ
り
、
そ
の

ス
タ
イ
ル
も
個
性
に
溢
れ
て
い
る
。

　
4
日
目
、
5
日
目
と
作
業
が
進
む

と
、
街
中
の
人
達
の
足
だ
け
を
た
く

さ
ん
ス
ケ
ッ
チ
し
た
「
足
」
の
ポ
ー

ト
レ
ー
ト
や
、
多
様
な
ひ
ま
わ
り
が

咲
き
誇
る
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
な
ど
2
5
点

の
作
品
は
ほ
ぼ
完
成
。
会
場
の
壁
い

っ
ぱ
い
に
展
示
。

轡
完
成
発
表
会

▲ジュマールさんと構想を練る子供達

　
最
終
日
の
7
月
31
日
、
保
護
者
な

ど
を
招
い
て
完
成
発
表
会
。
子
供
達

も
す
っ
か
り
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
と
打

ち
解
け
、
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、

質
問
し
た
り
。
ジ
ュ
マ
ー
ル
さ
ん
か

ら
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
こ
の
地
域

の
自
然
の
風
景
に
興
味
を
持
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
子
供
達
と
一
緒

に
そ
の
風
景
の
中
で
作
業
し
、
よ
り

深
い
理
解
が
得
れ
た
と
思
う
。
来
年

は
子
供
達
の
作
品
と
共
に
、
自
分
の

作
品
が
発
表
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
」

と
挨
拶
が
あ
り
、
6
日
間
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
鼎
曙
曙
懸
篇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
硫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
曙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
禁

、
第
窪
國
纏
鉢
集
落

鷲
．
灘
藷
闇
瞬
轍
響
臨
開
催

　
第
2
回
は
ブ
ル
ー
ノ
・
マ
ト
ン
さ

ん
（
フ
ラ
ン
ス
）
を
迎
え
、
8
月
2
1

日
か
ら
2
7
日
ま
で
、
十
日
町
市
の
鉢

集
落
に
関
わ
り
の
あ
る
方
々
を
対
象

に
、
真
田
小
学
校
体
育
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
詳
し
い
実
施
内
容
は
次
回

に
報
告
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
企

　
画
振
興
課
　
獄
駆
ー
2
6
3
7

平成／1年9月10日広報なかさと9



　
農
業
の
経
験
が
な
く
、
嫁
い
で

か
ら
も
ず
っ
と
勤
め
て
い
た
富
井

さ
ん
で
ず
が
、
7
年
程
前
か
ら
農

業
に
従
事
し
、
農
業
の
大
変
さ
と

同
時
に
収
穫
の
喜
び
を
知
饗
ま
し

た
。
長
男
も
休
み
の
日
に
は
手
伝

っ
て
く
れ
、
将
来
の
楽
し
み
も
あ

り
、
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

ま
ず
。
冬
場
は
ご
主
人
と
ス
キ
ー

場
で
働
く
、
は
つ
ら
つ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
さ
ん
で
す
。

　
今
年
は
例
年
に
な
い
厳
し
い
暑
さ

で
、
心
身
共
に
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
皆

さ
ん
頑
張
っ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
家
は
5
人
家
族
の
専

業
農
家
で
す
。
主
人
と
二
人
で
畑
少

し
と
水
田
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
し

て
い
ま
す
。
私
が
農
業
を
手
伝
う
事

に
な
っ
て
7
年
が
経
ち
ま
し
た
。
主

人
と
分
担
し
て
作
業
を
し
て
い
ま
す

が
、
私
の
主
な
仕
事
は
、
苗
管
理
と

田
の
草
取
り
で
す
。
雪
消
え
ど
同
時

に
苗
作
り
を
行
い
、
田
植
え
が
終
わ

る
と
い
よ
い
よ
私
の
出
番
で
す
。
一

回
目
の
草
取
り
が
全
面
積
終
わ
る
と
、

苗
丈
は
5
0
セ
ン
チ
位
に
成
長
し
ま
す
。

な
に
し
ろ
田
ん
ぼ
が
5
0
枚
位
あ
る
の

賦

で
稗
や
草
を
取
り
除
く
作
業
が
収
穫

時
ま
で
繰
り
返
し
続
き
ま
す
。
除
草

剤
を
散
布
す
れ
ば
簡
単
に
解
決
す
る

事
で
す
が
、
な
る
べ
く
無
農
薬
で
お

い
し
い
お
米
を
作
り
た
い
と
思
い
、

風
通
し
や
日
当
た
り
が
良
く
な
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
経
験
の
な
い
私
に
と
っ
て
、

真
夏
の
太
陽
が
ギ
ラ
ギ
ラ
身
体
中
を

照
り
付
け
、
ゆ
だ
る
よ
う
な
暑
さ
は

と
て
も
つ
ら
く
、
そ
の
う
え
大
嫌
い

な
雷
・
蛇
・
虫
。
何
を
や
っ
て
も
理

解
で
き
ず
、
失
敗
し
て
叱
ら
れ
て
ば

か
り
で
し
た
。
“
も
う
だ
め
だ
”
と
何

度
も
く
じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

皆
が
や
っ
て
い
る
の
に
自
分
だ
け
で

き
な
い
は
ず
が
な
い
と
思
い
、
無
我

夢
中
で
頑
張
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
苦
し
い
月
日
が
流
れ
、
何

年
か
経
つ
う
ち
に
仕
事
の
内
容
も
分

か
る
よ
う
に
、
ま
た
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
興
味

も
湧
い
て
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
一
年
間
丹
精
込
め
て
育

て
た
稲
が
秋
の
収
穫
時
、
黄
金
に
輝

く
の
を
目
の
前
に
し
た
時
、
何
と
も

言
い
よ
う
の
な
い
喜
び
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
農
業
っ
て
地
味
な
仕
事
で

は
あ
る
け
れ
ど
、
実
に
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
・
そ
し
て
、
ど
ん
な
苦
し
い
事

で
も
強
い
意
志
と
忍
耐
力
さ
え
あ
れ

ば
い
つ
か
必
ず
達
成
す
る
事
が
で
き
、

そ
の
喜
び
は
何
倍
に
も
な
っ
て
返
っ

て
く
る
事
を
実
感
し
た
の
で
す
。
今

で
は
主
人
が
良
き
相
談
相
手
、
良
き

理
解
者
と
な
り
、
本
当
の
二
人
三
脚

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
か
ら
子
供
達
の
勧
め
で
パ
ソ

コ
ン
を
購
入
し
、
肥
料
設
計
、
農
業

日
誌
を
打
ち
込
み
、
近
い
将
来
、
担

い
手
に
渡
す
た
め
に
暇
を
見
つ
け
て

は
、
田
ん
ぼ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
制
作

中
で
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ー
を
通
じ
情
報
交
換
を
し
、
経
費
の
節

減
と
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
名
に
恥
じ

な
い
、
お
い
し
く
て
身
体
に
安
全
な

お
米
作
り
に
努
め
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
お
届
け
し
た
い
と
願
っ
て
、
精

　
一
杯
明
日
に
向
か
っ
て
主
人
と
力
を

会
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
私
も
何
か
皆
さ
ん
の
役
に
立
ち
た

い
の
で
す
が
、
勉
強
不
足
で
な
か
な

か
見
当
り
ま
せ
ん
。
で
も
一
つ
だ
け

紹
介
し
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
プ
ー
ル
育
苗
で
す
。
プ
ー
ル
を
作

り
そ
の
中
に
苗
を
並
べ
て
育
苗
す
る

方
法
で
す
。

　
そ
の
利
点
は

◆
苗
出
し
が
非
常
に
楽
で
あ
る
。
（
車

　
が
苗
の
横
に
つ
け
ら
れ
る
）

◆
箱
洗
い
が
簡
単
で
あ
る
。
（
箱
に
土

　
が
あ
ま
り
つ
か
な
い
）

◆
苗
が
平
ら
に
で
き
る
。
（
追
肥
は
流

　
し
込
み
方
法
）

◆
労
力
の
省
力
化
に
な
る
。

◆
色
々
な
管
理
が
と
て
も
し
や
す
い
。

　
集
落
の
人
達
も
何
件
か
や
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村
外
か
ら

も
見
学
に
来
た
り
と
て
も
好
評
で
す
。

良
か
っ
た
ら
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
て
も
楽
で
す
よ
。

〉
農
業
日
誌
な
ど
は
パ
ソ
コ
ン
に
入
力

地域振興券の使用期問が残りわずか1こ塗つてきました・融．苺．地域撮盤…懸

机の弓1き出しやタンスの奥に入れたまま1一して・まだ使．騨鰹鞭闇．．・　．　

用されていない方はいませんか？　　難灘遜鎮鱒
問繍灘騨は9月30日　で　繍灘寒、・灘蹄．懸
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要
介
護
認
定
申
請
の

受
付
け
が
始
ま
り
ま
す
／

　
平
成
η
年
4
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
に
向
け
て
、
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
の
要
介
護
・
要
支
援
の

認
定
申
請
の
受
付
け
が
τ
0
月
1
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

固　
　
　
　
今
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

　
　
　
い
る
人
も
申
請
が
必
要
か
？

欝
ル
薙
ド
瞳
舞
胴
牧

ビ
ス
、
訪
問
看
護
な
ど
を
受
け
て
い

る
方
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
七

川
荘
、
恵
福
園
等
）
、
老
人
保
健
施
設

（
レ
イ
ン
ボ
ー
ヴ
イ
ラ
清
津
、
み
さ

と
苑
等
〉
な
ど
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
で
来
年
4
月
以
降
も
引
き
続
き
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
も
申
請
が
必

要
で
す
。

固　
　
　
　
申
請
受
付
の
窓
ロ
は
ど
こ

　
　
　
か
？

欝
場
罫
－
離
響
餓

護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
七
川
荘
内
）
で

申
請
の
受
付
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
認
定
審
査
事
務
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
現
在
、
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
方
は
9
月
2
0
日
頃

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。
対
象
者

に
は
、
個
別
に
申
請
案
内
の
通
知
を

し
ま
す
。

固　
　
　
　
本
人
以
外
に
申
請
の
手
続

　
　
　
は
で
き
な
い
か
？

響
請
鉢
勤
艇
慧
嫉
騨

ら
指
定
を
受
け
た
指
定
居
宅
介
護
支

援
事
業
者
（
な
か
さ
と
福
祉
会
、
上

村
病
院
）
の
ほ
か
介
護
保
険
施
設
（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
）
も
申
請

の
代
行
が
で
き
ま
す
。

固　
　
　
　
申
請
に
つ
い
て
の
問
合
せ
、

　
　
　
相
談
は
？

欝
な
躍
齢
郭
繍

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
民
生
課
福
祉

係
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
響

郵
・
髪

、
誕
嘱

秋の農作業事’故にご注意を！

　まもなく秋の収穫期を迎えますが、農作業中

の事故がこの時期、大変多くなっています。次

の点に十分注意して、農作業事故を未然に防ぎ

ましょう。

◆作業前には農業機械の点検整備を必ず行いま

　しよう。

◆機械の点検整備は、エンジンを止めてから行

1いましょう。特にコンバインの点検調整時に

　は注意が必要です。

◆機械の積み降ろしや圃場への出入りの際は、

　転倒・転落事故が起こりやすいので特に注意

　しましょう。

◆道路走行中は、交通ルールを守り、機械の構

　造と道路状況に見合った運転を行いましょう。

◆タ暮れ時には早めに点灯し、また反射材など

　を装着して他の車から確認しやすくするよう

　心がけましょう。

◆作業はゆとりをもって、決して無理はしない

　よう心がけましょう。

◆最近、高齢者の事故が多発しています。無理

　をせず、慎重な作業を心がけましょう。

食
中
毒
発
生
警
報
発
令
1
・

　
8
月
に
入
り
、
全
国
的
に
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
巾
毒
が
多
発
し
て
お
り
、
山
形

県
で
は
3
6
7
人
の
患
者
が
発
生
し
、
茨
城
県
で
は
1
4
5
人
の
患
者
と
1
名

の
死
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
県
で
も
8
月
1
3
日
と
1
4
日
に
相
次
い
で
同
菌

に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
今
後
の
食
中
毒
予
防
に
万
全
を
期
す
た
め
、
家
庭
で
も
次
の
こ
と
に
注
意
し
、

食
中
毒
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
家
庭
で
で
き
る
食
中
毒
予
防
6
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
食
品
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、
新
鮮
な
も
の
を
選
び
、
寄
り
道
せ
ず
低
温
で

　
持
ち
帰
る
。

②
食
品
を
保
存
す
る
場
合
は
肉
、
魚
、
野
菜
等
食
品
ご
と
に
区
別
し
て
冷
蔵
庫
、

　
冷
凍
庫
等
で
低
温
に
保
管
す
る
。

③
調
理
前
に
は
手
を
よ
く
洗
い
、
調
理
器
具
の
殺
菌
・
消
毒
を
行
う
。

④
加
熱
で
き
る
食
品
は
中
心
部
ま
で
熱
が
通
る
よ
う
十
分
に
加
熱
す
る
。

⑤
調
理
し
た
食
品
は
で
き
る
だ
け
早
く
喫
食
す
る
。
特
に
会
席
料
理
の
持
ち
帰

　
り
は
避
け
る
。

⑥
残
っ
た
料
理
は
す
ぐ
冷
蔵
し
、
時
間
が
た
ち
過
ぎ
た
ら
思
い
切
っ
て
捨
て
る
。

　　　、稲婿ら鰭籾鯵霧の焼却は絶対にやめまじ跡！
稲わらや籾がらは貴重な有機物資材です。地温の高い10月20日頃までをめどに、秋すき込みを完了しましょう。

平成11年8月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　所 工　事　費 請　負　業者

林道小沢東山線4月融雪災害復旧工事 堀之内 4，200、000円 株式会社　中　　　　澄

村道田沢山崎線路肩改良工事 上　　　山 4，410，000円 大隆建設株式会社

平成11年9月／0日広報なかさと11
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團闘團田

藤ノ木勇作ちゃん（1歳）⑱
保・幸子さん夫妻の長男（荒屋）

　おもちゃの車に乗ったり、お姉ち

ゃんと遊ぶのが大好きな勇作くん。

お姉ちゃんに色々と命令されながら

楽しく遊んでいます。また、いたず

らも大好きです。「タンスの引き出し

などからいろんな物を引っ張り出す

ので引き出しにガムテープをはって

いるんですよ。とお母さん。

　なんでも好き嫌いなく、お姉ちゃ

んよりたくさん食べる勇作くんへお

父さんお母さんから一言。「元気に育

って、NBAの選手を目指してくだ
さい」

息
ら
綴
窃
纏
教
室
の

　
　
　
　
　
　
　
灘
案
内

十
日
町
保
健
所
で
は
、
息
切
れ
や

疾
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に
呼
吸
教

室
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆
目
時

次
の
日
程
の
3
回
コ
ー
ス
で
す
。

　
・
9
月
24
日
樹

　
・
9
月
2
9
日
困

　
・
1
0
月
1
5
日
囲

時
間
は
3
回
と
も
午
後
1
時
か
ら

4
時
ま
で
で
す
。

◆
場
所

　
十
日
町
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

　
タ
ー
集
会
室

　
（
会
場
は
2
階
で
す
が
、
エ
レ
ベ

　
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
）

◆
対
象
者

肺
気
腫
、
気
管
支
喘
息
、
じ
ん
肺
、

肺
結
核
後
遺
症
者
な
ど
で
、
息
切
れ
、

咳
、
疾
な
ど
の
症
状
で
お
困
り
の
方
。

◆
内
容

・
肺
機
能
検
査

・
肺
の
病
気
に
つ
い
て
の
医
師
の
講

話
や
個
別
相
談

・
理
学
療
法
士
に
よ
る
呼
吸
法
の
実

習・
タ
オ
ル
体
操
の
実
施

・
参
加
者
同
士
の
座
談
会

・
保
健
婦
の
生
活
指
導
な
ど

◆
申
込
・
問
合
せ
先

十
日
町
保
健
所
地
域
保
健
課
「
息

　
ら
く
ら
ぐ
教
室
」
担
当
者
ま
で

　
盈
5
7
1
2
4
0
0

巡
回
相
談
顯
讐

　
　
　
開
殺
膨
嶺
す
／

お
年
寄
り
や
家
族
の
皆
さ
ん
、
悩

み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ん
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
固

く
守
り
、
相
談
は
す
べ
て
無
料
で
す
。

◆
お
受
け
す
る
相
談

・
法
律
相
談

弁
護
±
が
「
相
続
・
土
地
や
金
銭

の
争
い
ご
と
の
問
題
」
「
扶
養
・
家
族

の
問
題
」
な
ど
、
法
律
に
か
か
わ
る

諸
問
題
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

・
一
般
相
談

お
年
寄
り
の
悩
み
ご
と
・
心
配
ご

と
な
ど
生
活
全
般
の
相
談
を
行
い
ま

す
。

◆
目
時
　
1
0
月
8
日
樹

・
一
般
相
談

　
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

・
法
律
相
談

　
、
午
後
2
時
～
4
時

◆
場
所

中
里
村
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
・
問
合
せ
先

中
里
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
盈
6
3
1
4
5
2
2

※
法
律
相
談
は
時
間
調
整
の
都
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

ホロロロロこのロの　の　ヨ　　ヨヨの　ロのヨのロのこのヨこのヨのヨロ　の　　

隠毯◎圖・尚　・▽　）≡・一諾・・1

0　本年も栂月湿圏がら7臼ま餐「法の日週間」が実1
⑬施されますが、この行事の＿環とじて、法務局・人l
l権擁護委員協議会・司法書士会・土地家屋調査士矧

1四者共催の法務行政相談所を開設します。　　　　　ω
1◆日　　、躇　憩月7圏㈱　午前絶時～午後3時　　　11
0◆場　　所　津南町文化センタ＿　　　　　　　　　ω

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
纏◆相談内容レ　　　　　　　　　　　　　　　　　o

礁　領．土地・建物の売買、相続．抵当権設定、土地の0
0　　分筆　合筆、建物の新築・増築などの不動産登O
l　　…　’　　　　　　　　　　　　　　　9
値　　記の問題　　　　　　　　　　　　　　創
0　2，会社の設立．役員変更などの会社・法人登記のO
o　　間題　　　　　　　　　　　　　　　　　8
0　3．結婚、離婚丁養子縁組や園籍取得などの戸籍・l
o　　　　　　㌧　　　　　　　　　　　　　憩
田　　国籍の問題　　　　　　　　　　　　　9
膣　4．地代・家賃などの供託の問題　　　　　　　　　ω
瞳　5．家庭内、親族間、近隣間のもめごと・悩みごと、創

1い臨不登校、輸不当縫別、鶴な糊
⑬　　の太権の間題、多重債務についての關題　　　　o
l◆相談担当暫　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻
腰　法務局職興　人権擁護委員　翻法書糞、轟地家渥9
0　　　　　’　　　　　蔑　　　　　　　　鍛
巳　調査士　　　　　　．　　　　　　　　9
0※相談は無料謹、秘密ぽ守られま叢、　　　　　　　①
磐∈∋鯉∋∈∋∈9∈∋∈∋∈望う鰹∋∈9∈艶∈望∋ω白白∈∋e∋白∈∋∈1∋∈∋∈∋∈∋謹〕

llM◎粒罵乳剤等回収にξ協ガを1il

　今般行いましたCN　P剤（MO粒剤等）の再分析の結果、分

析技術の飛躍的向上により、微量ながらダイオキシンを含有す

ることが判明しました。弊社といたしましては、いまだ少量の

MO粒・乳剤等が未回収のまま残っている可能性の指摘があり

ますので、更に安全に万全を期すため、改めて残存しているM

O粒・乳剤等の回収をさせていただくことといたしました。

　万一お手元に、同製品がございましたら、直ちにご提供くだ

さいますようお願いいたします。ご提供に際しましては、最寄

りのJ　A（農協）にご一報いただきますようお願いいたします。

三井東圧農薬の担当が直ちに引取りに伺います。

　　　　　　　　三井化学株式会社・三井東圧農薬株式会社

　　　　　　　　回収晶目盤2銘柄）

MO粒剤一9、MO乳剤、サンケイMO乳剤、三共MO乳剤、
ヤシマMO乳剤、ショウロンM粒剤、三井ショウロンM粒剤、

サターンM粒剤、ケイサターンM粒剤、エムタップ乳剤、エ

ムオン粒剤、ハイカット粒剤、アンモサイド粒剤、ヤシマオ

ードラムM粒剤、ミカサオードラムM粒剤、クサキラーグリ

ーン粒剤、エムロン粒剤、ガンマーMO粒剤、MO粒剤、サ

ンケイMO粒剤、クミアイMO粒剤、北興MO粒剤
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　年令は、就学前の子供から成人までと幅広い人達を対象にし

ています。この子供達をどう地域で受入れ、いかに社会に参加

してしていけるかを考えていきたいと思っています。　　　　　　ノ，

　つきましては、この子供達を理解してもらうため．また私達　　）

の会「ひまわり会。を知ってもらうために、ご案内いたします。
今後こんな活動をしていきたいと思っています。　　　　　　　1・『騨　轡

　☆親同志の交流☆施設見学☆お楽しみ会

◆連絡先　代表者　瀬切洋子（芋沢）　B58－3／94

鑛
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山田弘明（20）田

高橋フクノ（81）上

村山イセ（82）東田沢

中島サダ（88）本屋敷

中瀧澤チイ子（71）田

※掲載を希望しない方は届け出の際に

　申し出てください。

　会》

　10月12日㈹　午後4時40分～5時30分
　新潟テルサ　多目的ホrル
　芸術による地域振興　～越後妻有をモデルとして～
　真野響子（女優〉　　　　　　　　・
ウム》
　10月14日因　午前9時～11時30分
　新潟テルサ　多目的ホール
　21世紀に向けての新たな地域づくり
イネーター泉眞也（環境プロデューサー）
スト
フラム（アートディレクター）
嘉男（東京大学大学院新領域創成科学研究科教授）
シャーミン（ジャーナリ、スト）

きの裏面に、必要事項を記入し応募ください。
きは、役場企画観光課に用意してあります。
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■

rエネルギープラザ新瀦99」運営事務局

　　　　　　　　　　　盈025－284－0541
または役場企画観光課　盈63－3111（内線272）

診9月30日（木）、倉

となります！

今月の納税と振薔日

■固定資産税　（9月30日）

■国保税（9月30日）
■国民年金　（9月27日）

■保育料（9月30日）
■上下水道料，（9月27日）

21件●交通事故件数

　1人

25人

45日

●死　　者

●傷　　者

●死亡事故

平成11年9月10日広報なかさと13



14

／9月15日～10月5日＼

カレンダー
鞘　　　　　　　　　　　　　　　獅

畑

15㈱ 祝日　敬老の目
老人福祉大会　合中里中学校　010二30～

16㈱ 胃がん検診・大腸がん検診　合清津峡小学
校体育館　08：00～10二〇〇受付

17囲

胃がん検診・大腸がん検診　合宮中集落開
発センター・堀之内集落開発センター
07：30～10：00受付

心配ごと相談（廣田和子）合ディサービス
セ！ンター　013：30～16：00

18佳）

19（日〉 ドーム中里き☆ら・ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（i）11二〇〇～11二40

20（月）

21㈹ 遊びの教室　合総合センター
09：30～10二〇〇受付

22㈱ ツベルクリン検査　合保健センター
014二』00～14二30受付

23休） 祝日　秋分の目

24囲

ッベルクリン判定及びBCG　合保健セン
ター　　（三）14：00～14二30受イ寸

心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ
スセンター　013二30～16：00

行政相談　合老人福祉センター　013二30～
16二〇〇

25㈲

26（日）

ドーム中里き☆ら・ら定期投影　合ユーモ
ーノレ　　（E）11：00～11二40

ミュージック・プラネ　合ユーモール

019：30～

27（月）

胸部検診　合○（※会場及び時間は健康カ
レンダーを参照ください）

補聴器相談（キコエ）　合役場
015：30～16：00

28Uり胸部検診　合保健センター
010：00～12：00受付・13二〇〇～15：00受付

29㈱
風しん　合保健センター

014二〇〇～14二30受付

30休）

1囲

1歳半児健診　合保健センター
013二〇〇～13二30受付

心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス
セ！ンター　013二30～16二〇〇

2佳）
3（日） ドーム中里き☆ら・ら定期投影　合ユーモ

ーノレ　　011二〇〇～11：40

4（月）

5㈹ 乳幼児身体測定・健康相談　合保健センタ
ー　　（工）9：30～11二〇〇

　　　　　　　　　　　覇　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　雛、　　　　　　　　灘翻　　　　　　購　　　　　　蝶　　　　　簗　　　　　灘　　　　難　　　灘　　　簸　　灘　　雛　灘灘
灘

憲

8月末現在（）は前月比

男3，278人（±O）

女3，293人（±O）

計6，571人（±O）
　　1，704　（十3）

●人ロ

●世帯数

　NTTでは新しい電話帳「中越タウンページ」を9月中旬から末
日までの間に企業や家庭にお届けします。

　その際、今までお使いの電話帳は、紙資源として再利用するため

回収させていただきますので配達員が新しい電話帳をお届けしたと

きに、今までお使いの電話帳をお渡しください。

　また、NTTのお客様窓口に電話帳回収ボックス（愛称：リ・タ

ウンBOX）を設置し、10月末まで回収を行いますので、ご協力を
お願いいたします。

◆電話帳の配達・回収についての連絡先

　　NTT電話帳お届けセンター

　　　　　フリーダイヤル　0120－324182
　※受付時間は、土・日・祝日を除く9時から17時までです。

　10月～12月に道路交通センサスを実施します。

◆この調査は、全国の道路と道路交通の実態を把握し、将来の道づ

　くり計画を策定するために建設省、都道府県等が行う最も基本的

　な調査です。

◆調査員が、車を運転中の方や車をお持ちの方に対してアンケート

　調査を行います。ご協力をよろしくお願いします。

◆詳しくは、建設省北陸地方建設局　道路計画第二課

　　　　　　　　　　2階025－266－1171
　もしくは、新潟県道路維持課

　　　　　　　　　　盈025－285－5511

　　～タ暮れは　ライトをつけて気をつけて～
◆運動の重点

　・高齢者の交通事故防止

　・シートベルト着用の徹底とチャイルドシートの着用促進

　・タ暮れ時の交通事故防止

9／12高木医院『
盈58－2361（十日町市）

9／19田中外科医院
盈52－2403（十日町市）

冨　9／12中条病院
盈57－3018（十日町市）

9／23㊥山ロ医院
E52－2174（十日町市）

マ
ー
　 9／15

川西町診療所院
E68－2034（川西町）

9／26第二藤巻医院
B68－2018（川西町）

陵　9／15上村病院
盈63－2111（中里村）

9／26津南病院
盈65－3161（津南町）
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